長嶺ヤス子
Noche de sant
～愛と死を抱きしめて～
企画書
舞台デビュー70周年を迎え、2008年、旭日小綬賞を授賞。ますます輝いている舞踊家・長嶺ヤス子が、スペインの聖週間（セマナ・サンタ）におこる愛の物語に挑戦する。
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長嶺は70年代、本格的なフラメンコ・ダンサーとして一世を風靡したが、77年からはロック、アフロ、サンバなどとその創作意欲は留まるところを知らず、国境を超え、民族の別なく、その血とリズムを吸収しながら独自の世界を創り始めた。また、80年からは日本の伝統的な題材を元にした創作舞踊で、女の情念を表現し続けている。

2015年9月15日（火）

五反田　ゆうぽうとホール
公演詳細

公演日時■2015年9月15日（火）19時開演

　　　　　※開場は開演の60分前

公演会場■五反田　ゆうぽうとホール　TEL.03-3494-1840（品川区西五反田8-4-13）

　　　　　・東急池上線「大崎広小路駅」徒歩約1分

　　　　　・都営地下鉄・JR「五反田駅」西口徒歩約5分

　　　　　・JR「大崎駅」西口徒歩約7分

　入場料■（全席指定）S席15,000円／A席10,000円／B席5,000円

お問合せ■長嶺ヤス子ダンスカンパニー  TEL.042-397-4625
情報問合せ■Ｋ・企画　TEL&FAX.03-3419-6318
キャスト・スタッフ

●踊り・・・・長嶺ヤス子
　　　　　　　Jacob Grerrero

　　　　　
　　Daniel Torres

　　　　　
　　Isac Barbero

　　　　　　　


●演奏

歌・・・・・Vicente Gelo

　　　　　　Sebastian Cluz

ギター・・・Lucas

　　　　　　Fuan M Torres


パーカッション・・・Joni


ベース・・・Clifford Archer

ドラム・・・Bert Adamss

●スタッフ

構成・台本・・・・瀧澤いっせい
演出・振付・・・・Daniel Torres
　　　　　　　　　Jacob Grerrero
衣裳・・・・・・・中間　障

ヘアメイク・・・・星野尚之

照明・・・・・・・坂本義美

音響・・・・・・・田島企画

舞台監督・・・・・小林正昭

写真・・・・・・・今井一詩

宣伝広報・・・・・菊地　廣

主催・・・・・・・長嶺ヤス子ダンスカンパニー
『Noche de sant』（聖人の夜に）あらすじ
セマナ・サンタ（聖週間）の初日に亡くなった夫の葬式をしている女のところに、霊となった夫が現れる。 女は寂しさから夫の霊と暮らし始める。
ある日、若い男が女に近づいてくる。まだ若い女は、その男に惹かれ、次第に二人は愛し始める。 しかし、夫の霊が現れ、悲しむ。 女は夫の霊に詫びて、若い男に別れを告げる。悲しみのあまり、思い余った若い男は、セマナ・サンタの最後の日に女に迫り、遂に女を殺してしまう。

この世の苦しみから解き放され、霊となった女は、夫の霊と共に天国へ召されて行く。

忍びよる官能が凍りついた時をたどる

葬られた愛を探して

セマナ・サンタの夜の沈黙

愛と死を抱きしめて

走り去った二つの影

恋は命の陰を燃やす
『セマナ・サンタ』(聖週間)について
セマナ・サンタ(聖週間)の行事は復活祭に先立つ1週間です。
この日にちは毎年一定ではありません。「春分の日から数え、最初の満月の次の日曜日」がキリストが復活した日（復活祭）とされ、その1週間前の日曜日からセマナ・サンタは始まります。何だかややこしいですが、毎年大体3月末から4月下旬頃です。
この1週間、キリストの身に何が起こったかというと、まず、最初の日曜日に、反対派に捕えられて殺されることを覚悟の上で、エルサレムに乗り込みます。この日を「シュロの日曜日」と呼び、民衆が服やシュロの葉を路上に敷いてキリストを歓迎したことに由来しています。

聖書によれば、キリストはその後、神殿に行ったりして熱心に人々に教えを説き続けたようです。そして迎えるのが、かの有名な「最後の晩餐」。キリストが十字架に架けられる前日の木曜日に12人の弟子ととった記念の瞬間で、レオナルド・ダ・ヴィンチ初め、数々の画家の絵にこの様子が描かれていますね。

翌日金曜日、弟子の１人ユダの裏切りによって捕えられたキリストは、死刑判決を受け、鞭打たれ、十字架を背負わされ、はりつけにされ亡くなります。そこには悲しみに打ちひしがれてわが子を見守る聖母マリアの存在が。そして処刑された3日目の日曜日にキリストは蘇るのです。

これが1週間の出来事であり、セマナ・サンタの伝統行事の登場人物や意味合いを理解するのに大事な一連の流れになります。

スペインにある多くの祭事の中でも、この１週間は最も重要なものと言えます。
この時期、街中には、キリストの受難や慈悲、聖母マリアの悲しみを表現した彫像を乗せたパソ(paso)と呼ばれる山車が出ます。悲しげなメロディにのって進む信心会(コフラディーア)ごとの山車は、なかなか厳かな気持ちにさせてくれるものです。

パソの主な構成は、各信心会の旗を先頭に、その後をマントや円錐形の頭巾などで身を包んだ人々が続き、そしてキリスト受難のシーンを再現した彫像を乗せた山車、最後に楽団が続きます。

また、各地方の文化や習慣の違いから、地方ごとに異なった特色がみられるのが特徴です。

アンダルシア地方は、華やかで賑やか、行列に向かって投げかけられる宗教歌(サエタ)が印象的。中央のカスティーリャ地方は、どことなく神秘的で厳か。一方、北部は素朴さが感じられます。

長嶺ヤス子（ながみねやすこ）プロフィール
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会津若松出身。3歳の頃からモダンバレエを学ぶ。

1977年「サロメ」では女の魔性とエロティシズムの大胆な表現に成功し、ゴールデンアロー賞を受賞。 

1980年「道成寺」で芸術祭大賞受賞。形骸化しつつある古典舞踊を現代に蘇生させた踊りと絶賛を浴びる。

1982年ニューヨークのリンカーンセンターにて「道成寺」を再演。東洋と西洋を結ぶ踊りと評価され、国際ダンサーとしての評価を得る。

1983年120人の僧侶による声明をバックに、人間の原罪と救済を追及した「曼荼羅」を上演。翌年、ニューヨーク、カーネギーホールで再演し大反響を巻き起こした。

1993年「卒塔婆小町」(三島由紀夫作)をブロードウェイ中ホールで上演。

2002年紫綬褒章を受章。幅広いジャンルの舞踊に挑み、独自の世界を築いてきた。

2008年歌舞伎座、京都南座の公演「艶歌を舞う!」では平成の「出雲の阿国」と評された舞を披露し、絶賛を受けた。

同年、長年に及ぶ芸能活動の功績に対して、旭日小綬章が贈られた。




